
別紙５

３９６ 糖尿病用剤

【医薬品名】ブホルミン塩酸塩

【措置内容】以下のように使用上の注意を改めること。

［重要な基本的注意］の項に

「ヨード造影剤を用いて検査を行う患者においては、本剤の併用により乳酸

アシドーシスを起こすことがあるので、検査前は本剤の投与を一時的に中

止すること（ただし、緊急に検査を行う必要がある場合を除く）。ヨード

造影剤投与後48時間は本剤の投与を再開しないこと。なお、投与再開時に

は、患者の状態に注意すること。」

を追記し、［相互作用］の「併用注意」の項のヨード造影剤に関する記載を

「ヨード造影剤〔臨床症状・措置方法：症状は全身倦怠、疲労感、脱力感で

意識が混濁する。悪心・嘔吐・下痢等の胃腸症状がある。ヨード造影剤を

用いて検査を行う場合は、本剤の投与を一時的に中止すること。緊急に検

査を行う必要がある場合には、患者の状態を注意深く観察し、血中乳酸値

の上昇、血液pHの低下等に注意すること。〕」

と改める。


